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宮古西原方言の語彙（Ｖ）
AStudyofVocabularyonNishiharaDialectinMiyakols.(Ｖ）
名嘉真三成
Ｉよ
_ぱ‐ｂａ［助］ぱ。①接続助詞。動詞、形容詞、助動詞などの未然形・已然形について、
条件の意味を表す。⑪っぶぁが力､かばどぅかいまいかふぅ（君が書いたら彼も
書く）。人な－ぎゃ－あうかいばどうむり_〈-ん（まだ青いので椀いで来ない)。
②終助詞。動詞の命令形について、軽い注意を促す。⑳は_まりあっすぱ（早く
やったら九
は－haX［名］歯。動物の口の中に並んで生えている骨のように硬いもの。食物を噛み
砕いたり発音を助ける。⑬～ひ－かん（歯で噛む)。あっちゃいは－（下駄の歯)。
ふうしいいは－（櫛の歯)。ぬくじぃ－ぬは_（鋸の歯)。ただし、「歯が浮く」や「歯
が立たない」などの用法はない。
(ゴーｈａｘ［名］刃。刃物の直接物を切るための鋭い部分。⑳～ゆとうしいひ_とう
じぃ（刃を砥石で研ぐ)。は_ぶりぃざら（刃の折れた鎌)。かたなぬは_（包丁の刃)。
とうじい〈は_（鋭い刃)。びっぶぃは－（鈍い刃)。
は－Ｍ［名］葉。草木の枝や茎に生える平たい物。⑰～ぬういい（葉が生える)。
き_ぬは－（木の葉)。ながば_（長い葉)。ま－〈は_（丸い葉)。うていば－（落ち
葉)。いでいば－（萌え出る葉)。
は－Ｍ（擬声）はあ゜息を吐き出す時の音。⑭～てい_いつちゅあしぃ（はあと
息をする)。
ば－ｂａｘ［名］場。ある物のその時々の事情。場合。⑬ばが～んなじゃうむぬどう
あたし、（私の場合には良かった)。かちぃば－（書く場合)。じゃうば－（良い場合)。
－ぱ－－baX［接尾］者。形容詞の語幹についてその者を示す。ちゅ_ば－（強い者)。
ゆ－ぱ－（弱い者)。
ぱ－Ｐａｘ［名］おばあきん。祖母を親しんで呼ぶ語。ぱ－んまとも言う。
ぱ－paX［名］ばか。理解力の悪さが常識を越えている様子。⑭－人なり一つざん
（ばかになって知らない几
は－いしゃhaXiJa［名］歯医者。歯の治療をする医者。⑳～んは－ゆみしい（歯
医者に歯を診せる几
は一かんhaXkaO［形］①速い。動きが急である状態。⑳くいぬ_ま_～（この馬
－１３６－
は速い)。｜よ_ぬ－ま（速い馬)。②早い。要する時間が短い様子。⑬は_ふううき
い（早く起きる)。ひや_かんとも言う。てぃ一びゃ－かん（手が早い)。
ぱ－きｂａ:ｋｉ［名］籠。ざる。細く割った竹で編んだ容器。篭に物を入れて教える時の
助数詞。ひとう～（－篭)、ふうた～（二籠)、み～（三篭)、ゆ～（四籠)、いちい～
（五籠)、む～（六籠)、なな－（七籠)、や～（八籠)、〈〈～（九籠)、とう～（十籠）
と数え乱
は－〈すhaxkusu［名］歯尿。歯にたまった黄色のかす。｜よ_ぬつすとも言う。⑳は_
くす－とうい（歯尿を取る几
は一さかんhaxsaka9［形］多い。分量や数量が余り有る状態。⑬しいまぬや￣ぬ
～（集落の家が多い几
は－さにゆ一さhaXsanjuXsa［連語］遅速。おそいか速いか。⑪は－ざにゅ_さ－む
んだいやあらん（遅速は問題ではない)。
は－しぃかきhaxsIkaki［名］仕事に早くとりかかること。⑬は_しいかきゃ_ひ－
んみやしいかま－うわり－にゃ_ん（仕事に早くとりかかって、もう仕事は終わっ
た几
は－しいかまｈａ:slkama［名］早い時間からの仕事、また短時間で終わる仕事。⑳あ
ちや－～やいばんみゃにっぶあでぃ（明日は早い時間からの仕事だから、もう寝
よう几
は－じぃまいＭｄｚｍａｉ［名］早じまい。いつもより早く仕事を終えること。⑪～や
ひ－１こつぶぁでぃ（早じまいで寝よう)。
Iよ－すがいhaXsu9ai［名］早く仕度をすること。⑬～やひ￣いでい￣はり￣
にゃ－ん（早く仕度をして、出て行った)。
は－どういｈａ:dui［動］這う。腹を地面に擦るようにして少しずつ進む。⑬あかっぶあ
ぬ～（赤ちゃんが這う)。は_どうりや（這う者九
は－どうりやhaxdurja［名］這う者。這うのが上手な者。⑪かりや－－（彼は這うの
が上手だ比
は－なんhaxnaO［名］速波。普通より速く押し寄せる波。にゅ－なん（遅波）の対。
⑱～なはがうかん（速波は危険だ几
は－にｈａ:､ｉ［名］長女。同胞のうち－番目の女の子。なかあに（次女)、さんじよ（三
女)、よんじょ（四女)、どじょ（五女）と言う。男の場は、ちやくしぃ（長男)、じぃ
なん（次男)、ぎんなん（三男)、ゆなん（四男)、ぐなん（五男）である。
は－にゆ一haZnjuX［名］早寝。普通より早く寝床につくこと。⑬～やひ_ひや_
ひ_うきい（早寝して早く起きる几
は－ぬ－まhaxnu:ｍａ［名］速い馬。普通より速く走る馬のこと。にゅ_ぬ－ま（遅い
－１３７－
馬）の対。⑩～ぬひちゅっぶぃ-はい（速い馬が走って行く)。
は－ぬつすhamussu［連語］歯尿。歯にたまった黄色のかす。⑳～いたまい（歯尿
がたまる)。
(よ－いつすいhaxnussui［連語］歯の薬。歯痛の薬。⑱～ゆぬん（歯の薬を飲む)。虫
歯はふうとうていば－と言う。
(ま－は－ｈａ:hax（擬声）はあはあ゜せきこんで息を吐く時の音。⑳～てい－いつ
ちゅはちぃ（はあはあと息を吐く）。
は－ひ－haXciX［副］早く。時間を短くして行う状態。⑳かまんかいちいふうてい
が_ていがみゅ_～うくり（あちらへ着いたら、手紙を早く送れ)。にゅーふう
（遅く）の航
は－ふうちぃhaxfutsI［名］速口。しゃべり方が速いこと。⑰～ひ_やむい－つき
いん（速口では理解できない)。逆に口の遅いことは、ふうちいくぱいと言う。
は－ふうちぃかんhaxfutsYka9［形］しゃべり方が速い様子。⑭あてぃは_ふうちぃ
かいばつきいん（あまり速□なので理解できない)。ふうちいくぱいかん（しゃべり
方が遅い様子）の対。
は－ふうちぃびとうhaXfutsfbitu［名］速口の人。しゃべり方が速い人。吃りのことは、
ふうちいくばりやと言う。
は－ぶりぃざらhaxburilzara［名］刃の欠けた鎌。⑬～ひ－やつさ_かいぐりむぬ
（刃の欠けた鎌では草は刈りにくい)。
は－ぶりぬくじぃ－haxburinukudzI：［名］歯の欠けた鋸。⑰－やすらん（歯の欠け
た鋸は切れない光
は－ぶりやｈａ:burja［名］歯が折れた者。
ぱ－まｐａｘｍａ［名］（新）パーマ。髪の毛を縮らせたり波うたせたりすること。⑬～う
かきい（パーマをかける北
は－ま－しぃhaxmaxsI［名］早回し。ものを早く回すこと。⑪ざきゅ－～あしぃ
（酒を早回しする)。
は－まりhaxmari［副］早く。速く゜⑪～くまんかいくう（早くここに来い)。
Iよ－も－ｈａ:ｍｏ：［名］歯のない者。
は－やんhaxjaO［名］歯病み。歯痛。⑳～なひ－にっぶあいん（歯痛で眠れない光
は－やんかんｈａ:jaOkaU［形］歯が痛い。⑪は_やんかいぱなうまいひらいん（歯
が痛いので、何もできない)。
は－ゆ－かんhaXjuxkaU［形］歯が弱い。⑳は_ゆ－かいぱむぬいかまい人（歯が
弱いので、食べ物が噛めない比
は－０ノーhaXrix［名］爬竜船。海神祭。旧暦の五月四日に行う船漕ぎの競争。それを行
－１３８－
うことにより大漁を願う行事。は－りくじぃとも呼ぶ。西原では、この行事をあがいま
じゃという砂浜で行う。当日は船漕ぎ競争のほか、遠泳や西瓜割競争などがある。
は－０ノーがにhaxri:gani［名］爬竜船のとき打つ鉦。それが鳴ると梅雨が明けるといわ
れている。⑳は－り－がにゅ_ならしい（爬竜船のとき打つ鉦を鳴らす)。
は－りくじぃhaZrikudzI［名］爬竜船。海神祭。単には_リーとも言う。⑬～ぬうわ
いていが－ちぃゆぬどうあきい（爬竜船が終わると梅雨が明ける几
は－んまりｈａ:mmari［名］早生まれ。年の初めから四月一日までに生まれたこと、ま
たその人。うすんまり（遅生まれ）の対。⑪は－んまりや_ひとうがくれんあ_
ぴんどうない（早生まれは－学年上になる)。
はいｈａｉ［名］畑。水をたたえない作物をつくる耕地。⑳～ゆかでい－むつじゅ
いぴい（畑を耕して麦を植える)。複合語の時は、むじいばたき（麦畑)、ぶ－じいばた
き（砂糖黍畑)、す－ぱたき（野菜畑）のように言う。
はいｈａｉ［名］蝿。羽が二枚で、食べ物などにたかる小形の昆虫。⑳～ぬとうう（蝿
が飛ぶ)。ぎんぱい（金蝿)。
はいｈａｉ［名］南。日の出る方向の右の方角。⑳～からかでいいふうちぃ（南から
風が吹〈)。はいかでぃ（南風)。はいかた（南の方)、はいぬしいま（南の島)。
はいｈａｉ［名］灰。燃えた後に残る粉状のもの。からはいとも言う。⑪～ぬぬくい
（灰が残る)。むいがら（燃え殻)。むいかしぃ（燃え津)。
はいｈａｉ［名］針。孔に糸を通して布や皮革などを縫う細長い鉄製の用具。⑳～ひ_
ちいんいぬう（針で着物を縫う)。はいいみ_（針の孔)。みしんぱい（ミシン針)。
ちいんばい（着物針)。
はいｈａｉ［動］張る。先をのばして範囲を広げる。⑬き－ぬに－ゆ～（木が根を張
る)。〈_りぬ～（氷が張る)。んなう～（綱を張る)。ちぃ－ぬ～（乳が張る)。
はいｈａｉ［感］おい。ほい。もしもし。親しい人や目下の者に呼びかける時の声。⑳～
ひとうみ〈う（おい、一緒に来い)。
ぱいｂａｉ［名］倍。同じ数量を何回か加えること。⑬あみひ_が－らぬみつじゃ
～んなり－うい（雨で川の水は倍になっている)。
ぱいｂａｉ［動］割る。力を加えて二つ以上に分けて離したり、ある数量の成分などを少
なくする。⑳たむぬ－－（薪を割る)。ざきゅ－みじいひ－－（酒を水で割る)。
ただし、「ロを割る」「土俵を割る」のような表現はない。
はいいｈａｉｉ［動］入る。外から中に移動する。⑪や－んかい～（家に入る)。ちぃゆ
んかい～（梅雨に入る)。なお、「目に入る」「手に入る」などの用法はない。
はいがさhai9asasa［名］頭部にできる湿疹。皮膚病の－種･
はいがさやらびhai9asajarabi［名］頭部にできる湿疹のできた子供。子供をいやしめて
－１３９－
いう場合にも用いる。
(よいかでぃhaikadi［名］南風。日の出る方向に向って右の方角から吹<空気。んすか
でぃ（北風）の対。普通夏に吹〈、⑭～ぬふうちぃ（南風が吹〈)。
はいからhaikara［名］（新）ハイカラ。おしゃれ。気のきいたものを着たり化粧したり
する人。＠つぶあがとうつじや～（君の奥ざんはハイカラだ)。
ぱいかんbaikaD［形］悪い。道徳的に好ましくない様子。⑬しんし￣んかいうがまだ
か－－（先生に挨拶しないと悪い)。
はいしいかまhaisfkama［名］畑仕事。畑で行う仕事。⑪はいしいかま￣じかんぬ
どうかかい（畑仕事は時間がかかる)。
はいちいいhaitsff［動］走る。跳びはねるように速く移動する。その際、一歩の問に
全ての足が同時に地面から離れる。⑳うんど_かいんひや〈－～（運動会で百
メートル競技を走る)。
はいちいちいhaitsltsf［名］入墨。皮膚に針で墨。朱などを入れて着色し、絵や模様を
描いたもの。昔は既婚のしるしにも行った。⑪はいちつちゅあしぃ（入墨をする)。
はいぬつすhainussu［名］そばかす。顔に点在する茶色の色素。色の白い者に多く現れ
る。⑪～ぬいでいい（そばかすが出る)。
はいふうちぃhaifutsl［名］入口。中へ入るようにつくった所。⑳～からどうはいい
（入口から入る)。いでいふうちぃ（出口）の対。
はいふうにhaifuni［名］入り船。港に入って来る船。⑬～ぬみ￣らいうい（入り
船が見える)。いでぃふうに（出船）の対。
ぱいむぬbaimunu［名］悪者。性格が好ましくなく、人に害を与える者。
はうｈａｕ［名］へび。ひょろ長い爬虫類の総称。がらきばう（小さい茶色のへび)。あ
うなじぃ（青大将)。宮古には毒へびはいない。⑬～ぬはう（へびが這う)。
はうｈａｕ［動］這う。手と足を地面につけて少しずつ進む。⑯あかっぶあぬ～（赤
ちゃんが這う)。ｌよ_どういとも言う。
ぱうｂａｕ［名］棒。手で握れ、武術や荷物を担いだりするための細長い木、⑪～ひ_
に－ゆかたん（棒で荷物を担ぐ)。
はういｈａｕｉ［動］羽織る。衣服の上からひっかけるようにして身につける。⑳はう
りゅ－～（羽織を羽織る)。
はうすんhausuD［名］トンボ｡長い透明な二対の羽で飛び昆虫。⑭～ぬとうう（ト
ンボが飛ぶ)。
ぱうじぃbaudzI［名］坊主。寺の住職である僧、および憎のように頭に毛のない状態。
ばうじぃがなまい（坊主頭)。⑥－ぬむぬ－ゆん（坊主がお経を読む)。
ぱうじぃがなまいbaudzI9anamai［名］坊主頭。憎のように髪の毛のない状態。⑪～
－１４０－
ひ－あかうすい（坊主頭で髪を切る)。
はうちぃhautsI［名］帯。ごみや塵などを掃き除く道具。たきばうちぃ（竹帯)。昔は
すすきの花穂でつくった帯がよく使われた。⑳～ひ－はうちぃ（帯で掃く)。
はうちぃhautsI［動］掃く。帯でごみや塵を取り除く。⑪かぎ－ちゃ～（きれいに掃
く）。
ぱうちらbautJira［名］乱暴者。暴れ者。行動が男性的で活発なため、時には世人のひ
んしゅくを買うような人。ぱうちりむいとも言う。
ぱうちりかんbautJirikaO［形］乱暴である。行動が男性的で活発であり、時に世人のひ
んしゅくを買うような状態。⑬かりや－ばうちりかいばうとうるしいむね（彼は
乱暴だがら恐い)。
ぱうちりむれbautJirimunu［名］乱暴者。行いが男性的で活発なため、時には世人のひ
んしゅくを買うような人。⑪かりや－－（彼は乱暴者だ)。
はうりhauri［名］羽織。たけが短くて、えりに折り返しのある和服。着物の上から着
る。⑪はうりゅ－ちぃ－ばどうんふうかい（羽織を着たら暖かい)。
(まかｈａｋａ［名］墓。死体や遺骨を埋める所。昔は風葬であった。西原の東西南北の四
ケ所に村の墓がある。
ばか－いbakaxi［助］ばかり。副助詞。数量．分量．動作．状態などが大体その程度か
甚だしいことを表す。⑪まかいいはんぶんばか_いぬみじぃ（椀の半分ばかりの
水)。ききばか_いぬん（酒ばかり飲む)。
はかいhakai［名］秤。物の重さを知るための道具。さうばかし、（竿秤)。⑪￣ひ￣ん
ぶざうはかい（秤で重きを計る)。
(まかいhakai［動］計る。計器などで重き.長さ・量を調べる。⑩まきじゃくひ￣な
がきう～（巻尺で長苔を計る北
はかいぐとうhakai9utu［名］謀。うまく行くように或いはだまそうとして前もって考
えたこと。⑳はかいぐとう－ひ_やならん（謀をしてはいけない)。
はかいしぃhakaisl［名］墓石。死者の名前などを刻んで墓に立てた石。⑪～んかい
な_ゆきざん（墓石に名前を刻む)。
はかいむしぃhakaimusI［名］（昆）尺取り虫。歩く時寸法を取るように体を上下に〈
ねらせて進む昆虫の幼虫。⑱一ぬあいちい（尺取り虫が歩く）。
ばかうbakau［動］奪う。ふんだくる。無理に取り上げる。⑩ひとうからむぬ－－
（人から物を奪う几
はがうかんha9aukaD［形］嫌らしい。気持悪い。不快な感情のする状態。⑳はかぬ
まいや｜±がうかいばあいかいん（墓の近くは気持悪くて歩けない)。
ばかが－いbaka9aXi［名］若返り。以前の肉体や気持に戻ること。⑱～やむちぃか
－１４１－
しいむね（若返りは難しい)。
ばかがいいbaka9aii［動］若返る。以前の肉体や気持に戻る。⑬どう￣ゆきたい-
－（体を鍛えて若返る)。
ばかかんbakakaO［形］若い。年をとるのが少ない。経験が少ない事にも言う。⑳ばか
かいひとう_いらう（若い人を選ぶ)。
ばかぎ－baka9i：［名］若木。生えてからあまり時間がたっていない木。⑪～や
ちゅ_かん（若木は強い比
はかさうじぃhakasaudzf［名］墓掃除。旧正月16日、七夕などに行う。
はがしぃha9asI［動］剥がす｡堅くくっついている物を離れるようにする。⑪かび￣
ゆ～（紙を剥がす几
ばかしいかんbakasfka9［形］おかしい｡普通の状態と違っていて、つい笑いたい気持
の様子。ばかしぃびとう（おかしな人)。⑪かいがはなつざ～（彼の話はおかし
い)。
ばかじいむbakadzmu［名］若い心･若年。気持が年をあまりとってないこと。⑳～び
とう_ながんいちい（若い心の人は寿命が長い)。
ばかじぃんbakadzIU［名］若死に。早死に。若くて寿命がなくなること。
ぱかつさぎbakassa9i［名］若白髪。若いのに白い髪の毛が交じること。
ばかとうじぃbakatudzY［名］若妻。若くして結婚した女性。
ばかとうじいぶとうbakatudzfbutu［名］若夫婦。若くして結婚したカップル。⑳ばか
とうじいぶとう－なんっじゅどうあしぃ（若夫婦は難儀をする几
はがにha9ani［名］はがね。鋼鉄。⑳かたなうば￣～ひ￣どうちゆふうう（包丁は
はがれで作る)。
ばかにしやいbakaniJai［名］若い青年。年をあまりとっていない男性。⑰～たがあ
ちいまい（若い青年達の集まり)。
ぱかば－bakabax［名］若葉。生え出て時間のたっていない木の葉。⑬～ぬいでい￣
ふうう（若葉が出て来る)。
ばかば－しぃbakabaxsf［動］膿ます。化膿きせる。魚などを食べておできをかぶれぎ
せたり、膿を持つようにする。⑳いず－ふあいいぶたう～（魚を食べておでき
を化膿させる)。
ばかばいいbakabaii［動］膿む。化膿する。魚などによっておできがかぶれたり膿を持
つ。
ばかびきどうんbakabikiduO［名］若い男。年があまり行ってない男性。②～ぬおちい
まい（若い男の集まり)。ばかみどうん（若い女）の対。
ぱかびとうbakabitu［名］若い人･年をあまりとっていない人。⑳～んみぬしいかま
－１４２－
（若い人達の仕事)。ういびとう（老人）の対。
はかまhakama［名］袴。着物の上に着て、腰から足首までをおおう衣類。はうりはか
ま（羽織袴)。⑬～うちいい（袴を着る)。
はがまha9ama［名］は釜。中腹につばのある釜･飯を炊くのに用いる。⑳～ひ￣ま
いゆにい（は釜で飯を煮る)。
ばかみじぃbakamidzf［名］若水。縁起を祝い、元日の早朝汲む水。それを浴びると若
返ると言われている。⑳ばかみつじゆんん（若水を汲む)。
ばかみどうんbakamidu9［名］若い女。年をあまりとっていない女性。ばかびきどうん
（若い男）の対。⑬～だがうぐな_い（若い女達が集まる)。
ばかむねbakamunu［名］若者。年をあまりとっていない人。⑱～ぬかんがい（若者の
考え)。
ばかゆだbakajuda［名］若枝。生え出てからあまり時間がたっていない木の枝。⑪～う
すい（若枝を切る)。かばゆだ（古い枝）は反義語。
はからいhakarai［名］（新）計らい。物事をいろいろ考えて処理すること。⑭かいが
～んどうたしぃきらいたい（彼の計いに助けられた)。
はからうhakarau［動］（新）計らう。いろいろ考えて物事を適当に処理する。⑪むぬ
ぐとう－まきがんてい――（物事を正しく計らう)。
はぎいha9ii［動］禿げる。剥げる｡生えていた毛や山の木などが少なくなったり表面
をおおっていた物が取れたりして、地肌や内部が現れるようになる。⑬あかぬ～
（髪が禿げる)。かでぃひ_はり－あたいかび－ぬ～（風で貼ってあった紙が
剥げる)。
ばきいbakii［動］分ける。離す。全体を二つ以上に離れるようにする。⑪ばんぬ
み_ちぃ人かい～（パンを三つに分ける)。
はきいだしぃhakiidasl［動］吐き出す。－度飲み込んだ物を口から外へ出す。⑬う
とう_いぬききゅ－－（－気飲みの酒を吐き出す)。
はぎがなまいha9i9anamai［名］禿げ頭。髪の毛の禿げた頭。またその人。⑳一人な
い（禿げ頭になる)。
はぎがなまりやha9i9anamarja［名］禿げ頭の人・頭の禿げた人。
ばきがみbaki9ami［名］（新）分け髪。調髪の－種・頭髪を分ける刈り方。⑬～ひ￣
すり_ふい－ろ（頭髪を分ける刈り方で切って下きい)。
はぎじぃ一ha9idzrX［名］禿げ地。荒れ地･草木の植えていない土地。⑭～ゆかでい
い（荒れ地を耕す)。
はぎだ_ha9ida：［名］禿げ畑。稲を植えていない荒れた田。
はぎはいha9ihai［名］禿げた畑。何も植えていない荒れた畑。
－１４３－
はぎびとうha9ibitu［名］禿げた人。頭髪が少なくなった人。はぎがなまい、はぎがな
まりやとも言う。
はぎみ－ha9imiX［名］禿げ目。ただれ目。充血してただれて物が見えにくそうな目。
ばぎみじぃbakimidzl［名］湧き水。泉。地下から自然に湧いている水。⑳ぱきみつ
じゆんん（湧き水を汲む)。
ばきむぬbakimunu［名］（新）化け物。動物などが人間の姿に変化した物。または正体
が知れない物。幽霊のことは、まじいむぬと言う。
はぎやまhagijama［名］禿げ山。禿げた林。木が生えていない山や林。⑬～んない
（禿げ山になる)。
ぱきや－りbakjaxri［名］別れ。離別。やむを得ぬ事情で、親しかった人と別れること。
ぱきや－りいbakjaXrii［動］別れる。または分岐する。親しかった人が別れたり、もの
が分岐したりする。⑪とうじいぶとうぬ～（夫婦が別れる)。
ぱきや-りんちぃbakjaxrintsl［名］分かれ道。岐路。ふたまたの道。⑳～んかいい
でいい（分かれ道に出る)。
はくｈａｋｕ［名］箱。物を入れておく方形の容器。⑪～んかいいりい（箱に入れる)。
き_ばく（木の箱)。かにばく（金属の箱)。［接尾］箱の数を数える助数詞。ひとう
はく（－箱)、ふうたはく（二箱)、みはく（三箱)、ゆはく（四箱)、いちいは〈（五
箱)、むはく（六箱)、ななはく（七箱)、やはく（八箱)、〈〈はく（九箱)、とうはく
（十箱）と数える。
はくじよ－hakud5ox［名］（新）薄情。性格が冷たく、他人の立場に立って物が考えら
れないこと。はくじよ－むぬ（薄情者)。
はくじよ－むぬhakud5oxmunu［名］（新）薄情者。情のない者。じよ－やにゃ－んむい
とも言う。
ぱくちbakutJi［名］（新）博打。金品を賭けて、花札やトランプなどで勝負を争うこと。
⑬ぱくちや－ひ_はたらかん（博打をして働かない)。
ぱさｂａｓａ［名］（植）バナナの木。熱帯特産の多年草で、実は細長く甘い。芭蕉。ばざ
ない（バナナの実)。ばざじいん（芭蕉でできた着物)。
ばさじいんbasadzIU［名］芭蕉の着物。背の高くなる多年草からとった繊維でつくった
着物。⑳～ぬうい（芭蕉の着物を織る)。
ばさないbasanai［名］芭蕉の実。バナナの実。熱帯特産の多年草の実。ぱぎないぬ
か_（バナナの皮)。
ばさぬいbasanunu［名］芭蕉の布。芭で織った布。
lよさまいhasamai［動］挾まる。両方から押きえられて動けなくなる。⑱ひとうとう
ひとうぬあいだん～（人と人の間に挾まれる)。
－１４４－
(よさんhasaO［名］はさみ。二枚の刃で紙や布などをはぎ人で切る道具。ぬいぱざん
（布ぱぎみ比はざんぬは－（はきみの刃)。⑪～ひ_すい（はきみで切る)。
(よさんhasaO［名］（新）破産。財産が皆無くなること。⑪はぎんなひ_にゃ－ん
（破産をしてしまった几
はさんhasaD［動］挾む。両方から押さえて落ちないようにする。⑪うみしいひ￣～
（箸で挾む)。
はじhad5i［名］恥。世間からばかにして笑われるような気持･あかはじ（大きな恥)･
ぱしｂａＪｉ［名］間。直接つながらない二つの空間。あいだ（間）が時間にも使用できる
のに対しばしは空間のみに使う。
はしぃｈａｓｆ［名］橋。川や道路などの上に渡して、通路にしたもの。⑬はっす～
（橋をかける)。
はしぃ－しぃhasYXsl［名］歯茎。歯の根もとをおおっている肉。
はじぃhadzf［名］足。動物の胴から下に分かれて伸びた部分で、歩くためのもの。な
がはじぃ（長い足)。まるはじぃ（短い足)。⑪～ひ_きい（足で蹴る)。
はじぃhadzf［動］接ぐ。舟を造る。⑱ふうにゅ－－（舟を接いで造る)。
はじぃhadzl［動］剥ぐ。表面にある薄い物などを離す。⑪か￣ゆ～（皮を剥ぐ)。
はじぃhadzY［名］筈。当然そうなるであることを表す。形式名詞としても用いられる。
⑪いふうがまたはじぃ（行くべきだろう)。
はじいいhadzlI［動］脱ぐ。身につけていた衣類を離す。⑪ちいんい～（着物を脱
ぐ)。
はじいうだhadzfuda［名］足の太い者。足が普通の人より太い者に言う。はじいうだ
ぴとう（足の太い人)。
はしぃかうかんhaslkaukaO［形］むず癖い。植物の汁などに触れてむずむずと痒い。
⑪てい－ぬ～（手がt'ず痒い)。
はじいかしいかんhadzlkasfkaO［形］恥ずかしい。具合の悪い事などのため人前に出る
のがためらわれる気持ち。はじいかつき（恥ずかしき)。
はじぃじぃまhadzYdzma［名］足相撲。片足を互いに組んでそれが倒れるまで競う相
撲。
はじぃだるかんhadzYdarukaO［形］足がだるい。足が疲れてだるい。はじぃだるむぬ
（足がだるい)。
ぱじいちいpadzftsI［動］弾く。加えられた力などで物をはねる。
はじいみhadzImi［名］初め゜新たにその行動が行われること。うわい（終わり）の対･
しぃかき（しかけ）とも言う。
はじいみてぃhadzYmiti［副］初めて。その時が経験するのが最初であること。はじぃ
－１４５－
みていぬっふあ（初めての子供)。
ばしやｂａＪａ［名］馬車。人や物を乗せ、馬に引かせて移動する車。⑳ぱしやうぬ－
まんひかしぃ（馬車を馬に引かせる)。
ぱしやむちゃbaJamutJa［名］馬車持ち。馬車を引いて仕事をしている者。
はたhatａ［名］機。機織機。布地を織る機械。はたうい（機織り)。⑬はたううい
（機を織る)。
はたhatａ［名］旗。布や紙などでつくり竿につけて国や団体などを示すしるし。あかば
た（赤旗)。つすぱた（白旗)。②はたうふうい（旗を振る)。
はたhatａ［名］端。傍。直接事に当たらず、当時者を観察できる立場の人、または物と
境をなす部分の外側。いんばた（海の傍)。⑳はたからみ－る（傍から見ろ)。はた
うあいちい（端を歩０゜
はだｈａｄａ［名］肌。皮膚。人間の皮膚。⑪はだぬありい（肌が荒れる)。「肌を脱ぐ」
のような表現はない。はだ_にゃ－ん（真っ青になる)。
ばたｂａｔａ［名］腹。腸。胴の下半分の部分や動物の内臓を示す。「腹黒い｣、「腹を割っ
て話す」などの派生的表現はない。ばたやん（腹痛)。ぱたふうきり（憤り)。ふつばた
（大きな腹)。や－しいばた（ひもじざのためへこんだ腹)。
ぱたいbatai［動］渡る。あるものの上を通って向こう側に移動する。⑭はっす～
（橋を渡る)。
はだかhadaka［名］裸。体の部分がまる見えの状態。⑬はだかんない（裸になる)。
ぱたぐ－かんbata9uxkaO［形］腹一杯で腹がきつい。⑳むぬ_ふあいしいぎ￣～
（ご飯を食べ過ぎて腹がきつい)。
ばたじゆ－かんbatad5uzka9［形］腹強い。どんな食物を食べてもめったに腹をこわざ
ない。ぱたゆ－かん（腹が弱い）の対。
はたちぃhatatsl［名］二十歳。年が二十であること。⑪はたちいんない（二十歳に
なる)。
ぱたつさりbatassari［名］腹くぎれ。腹を立てること。怒りでむかむかすること。ぱた
ふうきりとも言う。
ばたっさりかんbatassarikaO［形］腹立たしい。怒りでむかむかする状態。ばたふうき
りかんとも言う。
はたてい－hatatix［副］はたと。動作が急に行われる状態。⑬～うむいいだしい
（はたと思います)。
ばたいつすいbatanussui［名］（連）腹薬。腹痛を治す薬。⑳～ゆぬん（腹痛の薬を
飲む)。
ばたばたbatabata（擬態）ばたばた。手足をばたつかせる時などの様子。⑪はっじゅ
－１４６－
～てい_あしぃ（足をばたつかせる)。
ぱたぱたpatapata（擬態）ぱたぱた。旗などが風にはためく様子。ぱたみちぃ（はため
く)。⑳はたぬ～てい－なぴちぃ（旗がぱたぱたとなびく)。
ぱたぶbatabu［名］出つばった腹。またその人。
ばたふうさりbatafusari［名］腹を立てること。ばたつきりとも言う。
ぱたふうさりかんbatafusarikaD［形］腹立たしい。ばたつきりかんとも言う。
ぱたみかしぃbatamikasY［動］足などをばたばたきせる。
ぱたみかしぃpatamikasY［動］旗などをぱたぱたさせる。⑬はたう～（旗をぱたぱた
ぎせる)。
ぱたみちぃbatamits，［動］ばたばたする。戸などがばたばたと音を立てる。⑰やどう
い～（戸がぱたぱたする)。
ぱたみちぃpatamitsY［動］ぱたぱたする。旗などがぱたぱた音を立てる。
ぱたやんbatajaD［名］腹痛・腹が痛むこと。⑪～なひ￣むゆかいん（腹痛で動け
ない)。
ぱたやんかんbatajaOkaD［形］腹が痛い。⑳むぬ￣ふぁいしいぎ￣～（ご飯を食べ
過ぎて腹が痛い)。
ばたゆ－かんbatajuxkaD［形］腹をこわしやすく弱い。⑪ぱたゆ￣かいばま￣ぬ￣
むぬ＿ふぁ＿いん（腹をこわしやすいのであまりご飯が食べられない)。
ぱたらがんbatara9aD［名］蟹の-種。足が平たい形をしている。
ぱたらしいbatarasl［動］渡す。ある場所から他方へ移動きせるようにする。人に物を
渡す意味では用いない。⑳ひとぅ_はしいから～（人を橋から渡す)。
はたらちぃhataratsl［名］働き。能力を使って何か行うこと。とうむぱたらちぃ（共
働き)。⑪～ぬひ－ちゃかん（働きが少ない)。
はたらちぃhataratsf［動］働く。頭や体を使って仕事をする。⑭しいとうむていから
ゆなかた－ひ～（朝から晩まで働く）。
はたらちいしいぎhataratsIsf9i［名］（連）働き過ぎ･働くことが普通より大きいこと。
⑪はたらちいしいぎや－ひ_たうりい（働き過ぎで倒れる)。
はちhatJi［名］八。七の次の数。しち（七)、～（八）〈－（九)、じゅ￣（十）と
数える時に用いる。はちじ（八時)。
はちぃhatsY［名］（昆）蜂。昆虫の一種。体は細長くて、頭や胸などにくびれがある。
雌は尻の先に針を有する。んまばちぃ（熊蜂)、かいばた（小さい蜂）などの種類がい
る。
はちぃhatsf［名］初。はじめて。物事のはじめ。はちいむね（初物)･はちいんまが
（初孫)。
－１４７－
はちぃhatsl［名］鉢。上が開きⅢより深みのある容器。⑬～んかいき－ゆいびい
（鉢に木を植える)。
はちぃhatsl［動］吐く。口や胃の中の物などを口から外に出す。⑰ちぃっじゅ－
（唾を吐く)。
ばちぃbatsf［名］擁。三味線の弦を弾き鳴らす道具。また太鼓を打つ棒。
ばちぃbatsl［名］罰。悪事のむくい。⑳～ぬあたい（罰が当たる)。
ばちぃbatsf［動］湧く。地中から水が出たり、虫が一面に現れる。⑬みじいぬ～
（水が湧く)。むしいぬ～（虫が湧く)。
ばちぃbatsI［動］鋸で挽き切る。⑳なたう～（板を切る)。
はちぃぬしい－hatsInuslx［名］蜂の巣。蜂が幼虫を育てるために作ったもの。ま－〈
～（丸い蜂の巣)。
はちいあちぃないhatslatsimai［名］初商い。商売のはじまり。
はちぃかhatslka［名］二十日。一日を二十にした日数。
はちいかじつちゆhatsIkad5ittJu［名］二十日夜の月。満月から新月に至る陰暦の二十
日の下弦月。
はちがちぃhatJi9atsI［名］八月。－年の第八番目の月･しちぃがちぃ（七月）の次の
月。
はちぃがんないhatsI9annai［名］初雷。その年初めて鳴る雷。
はちぃたびhatsItabi［名］初旅。初めてする旅。⑬はちぃたびゅ_あしぃ（初旅を
する)。
はちぃっぶあhatsIvva［名］ういご゜初子。初めて生まれた子。⑪～ぬんまりい（初
子が生まれる)。
はちぃないhatslnai［名］初なり。最初になる果実。⑪～ぬない（初果実がなる)。
はちぃなんかhatsInaOka［名］初七日。初七日の法事。
はちぃに－hatsrni：［名］初荷。その年初めて商品を送り出すこと。またはその荷。
ぱちぱちpatJipatJi［擬態］ぱちぱち。手をたたく音や薪などの燃える音。⑭～てい－
てい_ゆったちぃ（ぱちぱちと手をたたく)。
ばちいふうちぃbatsIfutsI［名］湧き口。水が湧き出る所。
はっかくhakkaku［名］（新）八角形。八つの角。’よっかくかびとうい（八角形の凧)。
はっかくかびとういhakkakukabitui［名］八角形をした凧。四角の凧に比べて新しい凧･
ばつきんbakki9［名］（新）罰金。軽い罪をおかした者に罰として科す金銭。⑪～ぬ
はらう（罰金を払う)。
ばつしいbaJJii［動］忘れる。覚えたりしたことが記憶から消える。むいばつし（物忘
れ)。⑳んいぬくとうう～((昨日の事を忘れる)。
－１４８－
ばつしぐ－かんbaJJi9uxkaO［形］忘れがたい。⑬んきゃ_んぬくとう_～（苦の
ことは忘れがたい)。
ばつしびや－かんbaJJibja:kaO［形］忘れ早い。忘れるのが早い。⑪ばつしびや_かい
ひとうんなちぃかしいな（忘れ早い人には聞かせるな)。
ばつしむぬbaJJimunu［名］忘れ物。持って行く筈の物をどこかに置いたままにする。
またはその物。
ばつたbatta［名］脇の下。腕のつけねの下側の部分。っきばった（臭い脇)。
ばつたかじゃbattakad5a［名］腋臭。腋の下から出る体臭。⑬～ぬあしぃ（腋臭がす
る)。
ばつたつさかんbattassakaD［形］腋臭が臭い。⑱なっちゃ～（夏は腋臭が臭い)。
ばつたつさらbattassara［名］腋が臭い者。
ぱつたいひぎbattanuCi9i［名］脇の下のひげ。
はっとうhattuCiZi］法度。禁I卜。禁制。規制としてそうすることが禁l上きれていたこ
と。
ばつぱぃbappai［名］とり違え。とり違えること。間違えること。⑬ざんみんぬ～
（計算を間違えること)。
ばつぱいいbappaii［動］とり違える。間違える。⑳言人みんいばっぱい－あたら
ん（計算を間違えて当たらない)。
(よてぃｈａｔｉ［名］果て。最極端。行きつく最後の所。しいまぬはてぃ（島の果て)。い
んいはてぃ（海の果て)。
はてぃいhatii［動］果てる。すっかり終わる。⑭はなしいぬ～（話が果てろ)。
はてぃかんhatikaO［形］勇気がある。物事に恐れない。’よてぃぴとう（勇気のある人)。
はとうhatuCizi］鳩。目が丸く胸が張っている中型の烏。やまばとう（山鳩)。つすば
とう（白鳩几
はとうむにhatumuni［名］（新）鳩胸。鳩の胸のように張り立した胸。またその人。
はなｈana［名］花。葉の先に時が来れば開く、色のきれいなもの。あかぱな（赤
花)。っすぱな（白い花)。かばしいばな（香ばしい花)。⑳～ぬぎちぃ（花が咲く)。
はなｈana［名］鼻。動物の顔の中央にあり、呼吸したり匂をかいだりする突き出た部
分。たかばな（高い鼻)。ぴだばな（低い鼻)。つぎばな（平たい鼻)。かぎばな（美し
い鼻)。わしばな（鷲鼻)。⑱はなひ－いつちゅあしぃ（鼻で呼吸をする)。
はなｈana［名］突端。端。陸地などの突端や崖の突端。や－ぬはな（屋根の頂上)。
き－ぬはな（木の突端)。
－ぱな‐bana［接尾］端。はじめの意。にゅ－ばな（眠りに入りかけ。寝入りぱな)。
はないきhanaiki［名］（新）花生け。⑱はないきや-むちいかしいむね（花生けは難
－１４９－
しい)。
はなう－hanaux［名］鼻緒。げたやぞうりの緒。あっちゃい～（下駄の鼻緒)。ざぱい
～（ぞうりの鼻緒)。⑬～ゆちいきい（鼻緒をつける)。
はなかぐhanaka9u［名］花篭。草花を摘んで入れたり、花を生けたりする容器。⑳～
んかいはなういりい（花篭に花を入れる)。
はながざhana9asa［名］花笠。花や造花などを使って作った笠。⑬～うかう（花笠
を被る几
はながみhana9ami［名］（新）鼻紙。鼻をかんだりするちりがみ゜
はなぎhana9i［名］鼻毛。鼻の中に生える毛。⑪はなぎゆ￣んじぃ（鼻毛を抜く)。
はなぐいhana9ui［名］鼻声。風邪をひいた時などの鼻にかかった声。⑪～ゆいだ
しぃ（鼻声を声す)。
はなざきhanadzaki［名］花酒。神仏に供える酒。⑳はなざきゅ￣しいきい（花酒を
供える)。
はなしぃhanasl［名］話。声に出して何かを伝えること。むぬぱなしぃ（物語)。かぎ
ぱなしぃ（美しい話)。やなぱなしぃ（悪い話)。はなしいじゃうじぃ（話上手)。⑳は
なつすあしぃ（話をする)。
はなしぃhanasl［名］放し。ほうっておくこと。はなしいがい（放し飼い)・ぬぱな
しぃ（野放し)。ていばなしぃ（手放し)。
はなしぃhanas，［動］放す。握っていた状態をやめる。⑬てぃ－ゆ～（手を放す)。
離す。くっついていたものを別々にする。⑪み_ゆはなしぃな（目を離すな)。
はなしぃhanasY［動］話す。声に出して、事柄や自分の考えを相手に伝える。⑱ゆが
たいゆ－（物語を話す)。
はなじぃhanadzf［名］鼻血。鼻から出る血。⑪～ぬいでいい（鼻血が出る)。
はなしいかたhanasfkata［名］話し方。話しぶり。⑬はなしいかた￣じゃうと￣（話
し方はいい)。
はなじぃなhanadzima［名］鼻綱。牛の鼻に通した綱。⑬～うとう￣しぃ（鼻綱を通
す)。
はなじいるhanadzYru［名］鼻汁･鼻の穴から出る粘液。⑩～ぬいでいい（鼻汁が出
る)。‘
はなずみhanadzumi［名］花染め･花の模様を染めた布。⑳はなずみゅ￣あしぃ（花
染めをする几
はなだいhanadai［名］鼻だれ。鼻水をたらしている者。はんだいとも言う。⑬～ゆ
たらしい（鼻だれをたらす)。
はなつすhanassu［名］鼻くそ。鼻汁とほこりとが交じって、鼻の中で固くなったもの。
－１５０－
⑪はなつす_とうい（鼻くそを取る)。
はなぬさちぃhananusatsf［名］（連）鼻の先。鼻のてつぺん。⑪はなぬきつちゅか
ふう（鼻の先を掻く）。
はなぬっすいhananussui［名］（連）鼻薬。鼻の病気を治すための薬。⑪～ゆぬん
（鼻薬を飲む)。
はなはぎhanaha9i［名］鼻はげ。赤くただれること。またその人。はなはぎぴとうとも
言う。
はなはぎびとうhanaha9ibitu［名］鼻はげ人。鼻が赤くただれた者。
はなびhanabi［名］（新）花火。火薬を使った美しい光を楽しむもの。
はなじぃまいhanadzfmai［名］鼻詰まり。鼻から空気が通じないこと。⑪～やひ_
いちいぬひらいん（鼻詰まりで息ができない)。
はなぴ－ぴ－hanapiXpiX［名］風邪をひいて鼻をぴ－ぴ－鳴らすこと。鼻詰まり。⑳～
ひ_ならん（鼻ぴ_ぴ－していけない)。
はなひちぃhana9itsY［名］風邪ひき。風邪。くしゃみ。
はなぶくhanabuku［名］鼻の両側のふくらんだ所。
はなみじぃhanamidzY［名］鼻水。水分の多い鼻汁。⑭はなみっじゅいだしぃ（鼻水
を出す)。
はなむぬいhanamunui［名］鼻にかかった声を話をすること。⑱はなむぬいやひ_
つきいん（鼻にかかった声で話して（意味が）分らない)。
はなも一hanamox［名］鼻の欠けた者。Ｉよ－も－は歯の欠けた者の意。
はならしいhanarasl［動］離す。くっついていたものを別々にする。はなしいとも言う。
⑪ふうにとうふうにゅ-－（舟と舟を離す)。
はなりhanari［名］離れ。離れている所。離れ島。離島。はなりじいま（離れ島)。
はなりいhanarii［動］離れる。別々になる。⑳ふうにいきんばしから～（船が桟
橋から離れる)。
はなりじいまhanaridzYma［名］離れ島。離島。⑪～んかいばたい（離島へ渡る)。
はにｈａｎｉ［名］羽。翼。鳥の体に生えている毛。または鳥や虫が飛ぶために広げる部分。
あかばに（赤い羽)。っすばに（白い羽)。つふうばに（黒い羽)。ふつばに（大きな羽)。
⑯はlこひ-とうう（羽で飛ぶ)。
はにｈａｎｉ［名］跳ね。跳ねること。はにとうぱしぃ（跳ね飛ばす)。
はにｈａｎｉ［名］焼ね。文字を書く時、筆先を払い上げるようにして書くこと。⑬じい
ぬはにぬゆ_かん（字の焼ねが弱い)。
ぱにbanｉ［名］ばね。鋼などを巻き、その弾力を利用するもの。ちゅ_ぱに（強いば
ね)○ゆ_ぱに（弱いばね)。⑰ばにゅ－ちゅふうう（ばねを作る)。
－１５１－
(まにあがいhania9ai［名］跳ね上がり。急に飛び上がること･
はIこあがいhania9ai［動］跳ね上がる｡勢いよく上に飛び上がる。⑳むぬいだいぬ
～（物価が跳ね上がる)。
Iまにいhanii［動］跳ねる。飛び上がる。水などが飛び散る。⑳どうる－－（泥を跳
ねる)。
はにうちぃhaniutsf［名］羽打ち。羽ばたき。鳥などが飛ぶ時羽を広げたりすること゜
はにいhanii［動］１発ねる。払うようにして上に上げる。⑳じぃ_ゆ～（字を焼ねる)。
はにうとうhaniutu［名］羽音。鳥や虫などの羽ばたきの音。
はにかいいhanikaii［動］跳ね返る。物にぶつかるなどして元にもどる。⑪は|こかい
り_ふうう（跳ね返って来る)。
はにかいしぃhanikaisl［動］跳ね返す。勢いよく元にもどるようにする。⑳ぼ￣ろ￣
てい－ひ－～（ポールを手で跳ね返す)。
はにぎ－hani9ix［名］羽毛･鳥の柔らかな綿毛。
はにとうぱしぃhanitubasf［動］跳ね飛ばす。⑪しぃまうとうい－－（相撲を取っ
て跳ね飛ばす)。
はにぬきいhaninukii［動］（新）跳ねのける。勢いよくどける。⑬ふうとうんぬ～
（布団を跳ねのける)。
ぱにんbaniD［名］たわし。わらの毛などを束ねて、器物を洗ったりみがいたりするも
の。⑭ぱにんひ－きらうあらう（たわしで皿を洗う几
はぱｈａｂａ［名］幅。物の正面または左右の端から端までの隔たり。んちぃぬはぱ（道
の幅)。力､たはぱ（肩幅)。⑳はぱいしばか人（幅が狭い)。
はぱちぃhabatsI［動］都合をつける。いき￣はばき￣〈￣つど（行って色々なも
のを集めて来るぞ几
はばちぃちぃhabatsItsl［名］幅利き。幅が利くこと。はぶりのいいこと。
はばちぃちぃびとうhabatsftsfbitu［名］幅の利く人。はぶりのいい人。⑧かりや－
－（彼は幅の利く人だ)。
はまｈａｍａ［名］浜。湖や海に沿った平らな砂地。はまうい（浜下り)。⑪～んあすう
（浜に遊ぶ比
はまいhamai［動］はまる。ちょうどよく入ったり、ぴったりと合う。⑬あなんかい
はまり－とうらいん（穴にすっぽり入って、取れない)。
はまういhamaui［名］浜下り。旧の三月三日に浜に下りて遊ぶ行事。主に女性が行う。
(よまかでぃhamakadi［名］浜風。浜から吹〈風。⑬～ぬふうちぃ（浜風が吹〈)。
はまんでぃhamandi［名］出っ歯。またはその人。はまんでぃぴとう（出っ歯の者)。
はまんでぃびとうhamandibitu［名］出っ歯の者。歯が普通より前に出ている者。
－１５２－
はみいhamii［動］はめる。ぴったり入るようにする。⑳ういびがにゅ_うゆびんか
い～（指輪を指にはめる)。
はみ<んhamikuO［動］はめ込む。そっくり収まるように入れる。⑳やどう_～（戸
をはめ込む)。
ばみちぃbamitsI［名］わめき。大声で叫ぶように言うこと。うふばみちぃ（大きなわ
めき)。⑳かいがぱみちいぬどううとうるしぃかい（彼のわめきが恐ろしい)。
ぱみちぃbamitsI［動］わめ〈。大声で叫ぶように言う。⑱がば_ぐいひ-－（大き
な声でわめ〈）。
はむぬhamunu［名］（新）刃物。刃があって、物を切ったりする道具。
はやいhajai［動］はやる。次つぎと盛んに広がる。⑳うむつしあ－ぐぬ－（おもし
ろい歌がはやる)。
Iまやうきhajauki［名］早起き。朝早く起きること。またその人。⑭はやうきゅ－あ
しぃ（早起きをする)。
Iまやが－いhaja9aXi［名］（新）早変わり。すばやく転身すること。
(よやまいhajamai［動］（新）早まる。早くなる。急ぎすぎて、誤った判断をする意味は
ない。⑪じきぬ～（期間が早まる)。
はやみいhajamii［動］（新）早める。早くする。
(よやわざhajawadza［名］（新）早業。すばやく゜上手な技術。
はやんまりhajammari［名］早生まれ。１月１日から４月１日までに生まれたこと。ま
たその人。⑳かりや－～（彼は早生まれだ)。
はらｈａｒａ［名］柱。屋根などを支えるために立てる細長い材木やコンクリート。いみば
ら（小さい柱)。うふばら（大きい柱)。「一家の柱」など大事なものという意味はない。
⑬はらうたていい（柱を立てる)。
ばらｂａｒａ［名］わら。イネやムギの茎を干したもの。ばらじぃな（わら綱)。ばらじい
ん（わらの着物)。⑪ばらひ－んなうなう（わらで綱をなう)。
ばらｂａｒａ［名］（植）バラ。とげのある背の低い落葉木の名。⑳ばらぬきちぃ（バラ
が咲く)。
はらいharai［名］払い。支払い。まいばらい（前払い)。あとうばらい（後払い)。
はらいharai［名］祓い。神に祈ってけがれなどを除き、身を清めること。まじいむい
ばらい（幽霊祓い)。
はらいうとうしぃharaiutusI［動］払い落とす。⑪どうる－－（泥を払い落とす)。
ばらいかうbaraikau［動］笑いこける。ころげるようにして、ひどく笑う。⑭ぱたう
うきい－－（腹をおきえて笑いこける)。
ばらいぐいbarai9ui［名］笑い声。⑬～ぬあしぃ（笑い声がする)｡
－１５３－
ばらいぐとうbarai9ui［名］笑い事。笑って済ませること。⑱あいぬくとう￣ばら
いぐとう－あらん（そんな事は笑い事ではない)。
ぱらいとうぱしぃbaraitubasl［動］笑い飛ばす｡まともに応じないで、笑って済ます。
⑳あいぬくとう_ぱ－ばらいとうばし（そんな事は笑い飛ばせ）
ばらいむぬbaraimunu［名］笑いもの。物笑いの対象となる人。⑳ひとうぬばらいむ
ぬんなないな（人の笑い者になるな)。
ばらぃよ－baraijox［名］笑いよう。笑い方。笑う表情。⑬かいがぱらいよ￣ゆ
み－る（彼の笑いようを見ろ)。
はらうharau［動］払う。不必要な物を除いたり、代金を渡して始末をつける。「注意を
払う」のような意味はない。⑪でいんい～（お金を払う)。
ばらうbarau［動］笑う。ほほえむ。あざけり笑う。嬉しい時など目を細めて柔らかい
表情になる。⑳ひとう－～（人を笑う)。
はらうじぃharaudzr［名］親戚。血縁関係や婚姻関係でつながっている人で、世帯が別
の人。⑬ばんとうかいとうや～（ぼくと彼とは親戚だ)。
はらしぃharasI［動］船などを走らせたり流したりする。⑪ふうにゅ－いんかい～
（舟を海に流す)。
はらしぃharasl［動］（恨みを）はらす。たまっている不快な心を除いてすっきりする。
⑳うらみゅ－～（恨みをはらす)。
ばらしぃbarasf［動］（新）ばらす。一まとまりになっている物をばらばらにする。
⑪に－ゆ～（荷をばらす)。
ばらじぃなbaradzfna［名］わら綱。わらで作った綱。⑳ばらじぃなひ￣しいまい
（わら綱でしばる)。
ばらばにんbarabani9［名］わらで作ったたわし。かにぱに人（金属で作ったたわし）
の対。
ばらばらbarabara［擬態］ばらばら。まとまっていた物が別々になる様子。⑬や￣にん
じゅぬばらばらんない（家族がばらばらになる)。
ぱらぱらparapara［擬音］ぱらぱら。雨などが降る様子。⑳あみぬぱらぱらてい￣
ふうう（雨がぱらぱらと降る)。
ばらびbarabi［名］（植）タマシダ。山地に生えている多年生シダ｡
ばらみかしぃbaramikasI［動］銃弾などをぱらぱらと発射する。⑳ていっぽ￣ゆ～
（鉄砲をばらばら発射する)。
ばらみかしぃparamikasf［動］木などをぽきぽき折る。⑱ぶ-つじゅ～（砂糖きび
をぽきぽき折る)。
はらんharaO［名］風船。紙やゴムの袋に空気を吹きこんだりしたおもちゃ。ぐむぱら
－１５４－
ん（ゴム風船)。かび_ばらん（紙風船)。⑪はらんいふうぐらしい（風船を脹らま
せる)。
はらんhara9［名］はらむこと。胎内に子供ができること。っふあはらん（子供をはら
むこと)。⑳っふあはらんなく－むぬ（子供をはらむことはきつい)。
はらんharaO［動］はらむ。妊娠する。子供を胎内に宿す。⑳つふあう～（子供をは
らむ几
は〃ｈａｒｉ［名］腫れ。腫れること。⑪はりぬどうひかん（腫れがひかない)。
ぱ0ノｂａｒｉ［名］割れ。かけら。割れたもの。じぃ_ぬばり（地面の割れ)。
ぱﾚﾉがにbari9ani［名］割れ鐘。割れた鐘。⑭ばりがにゃ－ま－ぬ－ならん（割れ
た鐘はあまり鳴らない)。
ぱﾚﾉがみbari9ami［名］割れ甕・割れた甕・⑪ばりがみや－ちぃか－いん（割れた甕
は使えない)。
ばりなびbarinabi［名］割れ鍋。割れた鍋。
ぱﾚﾉみ－barimix［名］割れ目。割れてできた筋状のすきま。⑪ないひ－ばりみ一ぬ
いでいい（地震で割れ目が現れる)。
はるｈａｒｕ［名］（新）春。寒い冬と暑い夏の間の過ごしやすい季節。ういじぃ人とも言
う。普通、はる（春)、なちぃ（夏)、あき（秋)、ふうゆ（冬）と言う。
はるんなharunna［名］かたつむり。うずまき状の貝がらを持つ軟体動物で、頭に二本
の触覚を有する。貝にはん－なと言う。
はんｈａＤ［名］判。印。サインの代りに押す決まったしるし。⑳はんぬうしぃ（判を
押す)。
はん－haD-（接頭）半。数量や長ざの二分の一。はんＩこちぃ（半日)。はんり（半里)。
はんぶん（半分)。
-はん‐ha9（接尾）半･単位を表す接尾辞の後について、その単位の二分の－の意を示
す。いちりはん（一里半)。いつしいんはん（一寸半)。
ばんｂａＵ［名］（代）われ。私。ぼく。－人称代名詞。自分を指す言葉。ぱが（私が)。
ぱぬんかい（私へ)。ぱ-（私は)。⑬ばがいかでぃ（私が行こう)。
ばんｂａＤ［名］番。見張りや番人。及び順番などを表す。ばんにん（番人)。いちいば
ん（－番)。⑬いき－ばんぬあっす（行って見張りをしなさい)。わいてい－
しいんいならい－いちいばん_なり（一生懸命勉強して－番になれ)。
ばんきpaUki［名］亀頭がむくれること。またその人。ばんきびとうとも言う。ばんき
まら（亀頭がむくれた男根)。
ばんきいpaDkii［動］皮がむけて、中が現れる。亀頭がむくれる。
はんきちhaOkitJi［名］ハンカチ。西洋風の四角い手ふき。⑳はんきちひ－てい－ゆ
－１５５－
っすい（ハンカチで手を拭く）。
ばんきまらpaOkimara［名］亀頭がむくれた男根。
ばんじぃbandzl［名］最中。働きや催し物などがきかんに行われている最中。②むい
ふあうばんじいんなひとうぬや_んかいやいかん（食事の最中には人の家には行
かない)。時間や時分の意味も表す。
ばんじぃがにbandzr9ani［名］針金。金属を細長く紐のよりにしたもの。⑬ばんじぃがに
ひ－しぃまり（針金でしばれ)。
ばんじぃぎ一bandzf9ix［名］（植）はぜの木。琉球はぜ。庭に植える落葉小高木で、秋
に実がなる。
はんたいhantai［名］（新）反対。対の関係にあるもう一方、及びある意見に従わない
こと。はんたいぬはなしぃ（反対の話)。⑪っぶあがはんたいゆみ_る（君の反対
側を見ろ)。
はんだいhandai［名］飯台。食卓。食事をするための机。ま_〈はんだい（丸い食卓)、
しかくはんだい（四角い食卓)。⑪はんだいんかいぴい（食卓に坐る)。
はんだいhandai［名］鼻だれ。鼻じる。鼻の穴から出る粘液。⑳はんだいゆいだしい
（鼻じるを出す)。
はんだらhandara［名］鼻たらし。鼻じるを出す者。いくじのない男や経験の少ない若
者をののしる時も使う。
ばんちぃぎ一bantsf9iX［名］（植）桑のはえの木・シマグワ･庭に植える落葉小高木。
はんちいきhantslki［名］半月。－か月の半分。⑳人みやはんちいきなり_どう
うい（もう半月なっている)。
はんちやらhantJara［名］間抜け。することに何か抜かりが有る様子、またその者。は
んちやらぴとうとも言う。
はんちやらかんhantJarakaO［形］間抜けな様子。⑪はんちやらかいばはなつざひ
らいん（間抜けなので話ができない)。
はんちやらびとうhantJarabitu［名］間抜け人。することに何か抜かりの有る者。単に
はんちやらとも言う。
ばんちゆくらbantJukura［名］（植）ばんじろう。小高木の果樹。下痢止めなどの薬用
に用いる。
ばんてぃbanti［名］（代）われわれ。一人称の複数形。自分及び自分と同じ立場の者。
ばんていがや_（われわれの家)。⑬ばんちや－かいとうやいかじゃ_ん（われわ
れは彼とは行かない)。
ばんとう一bantux［名］（新）番頭。客の応対をする上位の男。
ばんちbantJi［名］（新）番地。居住地の区別・順番をつけるための番号。⑬っぶぁが
－１５６－
ばんちや＿なんばんやいば（君の番地は何番だ)。
はんとうしぃhantusI［名］半年。一年の半分・はんとうしいぬきじやい（半年目の行
事)。
はんなぎいhanna9ii［動］跳ね飛ばす。柔道などで跳ねるように投げる。⑳しぃまう
とうい＿～（相撲を取って跳ね飛ばす)。
はんIこちhannitJi［名］半日。一日の半分。⑪たび人かいはり_から～なり￣う
い（旅に出てから半日なっている)。
ばんにんbanniD［名］（新）番人。番をする人。
ばんばんpampa9（擬態）かつかつ。熱が高く上っている様・⑬かまちいぬ～てい￣
ひ＿うい（頬がかつかつとしている)。
ばんばんpampaU（擬声）ばんばん。座ぶとんなどをたたく様。⑭～てい￣ふうとう
んぬったちぃ（ばんばんと布団をたたく）。
ばんびんpambiO［名］てんぶら・小麦粉を油で揚げたもの･ていんぷらとも言う。さ
たばんびん（砂糖てんぶら)。いう～（魚のてんぶら)○す￣～（野菜のてんぶら)・
はんぶんhambu9［名］（新）半分・全体を二つに等分した時の-つ。⑬ばぬんまいは
人ぷんふい＿る（ぼくにも半分くれ)。
はんまいhammai［名］飯米。食べ物。または仕事場へ持って行く食事。⑪はんまいゆ
むち＿いふう（食べ物を持って行く）。ぬ－まいはんまい（馬の食べ物)･ひとうぬは
んまい（人の食べ物)。
-ばんみ‐bammi（接尾）番目。順序を数える時に用いる。いちいばんみ（￣番目)。に
ばんみ（二番目)。ざんばんみ（三番目)。ゆんばんみ（四番目)○ぐばんみ（五番目)○
ばんみかしぃbammikasI［動］ばんばんとする。にぎやかにする。⑳たいく￣～（太
鼓をばんばんとたたく）。
ばんや－banja：［名］番屋。番をするために作った小否な家。⑪ばんや￣ゆちゆふう
う（番屋を作る)。やまばんや_（山を番する番屋)。いんばんや￣（海を番する番屋)。
ひ
ひ－ciX［名］日。－日。一昼夜。太陽にはてぃだと言う。ちちぬひ－（父の日)。はは
ぬひ－（母の日)。⑪ひ-ぬながかん（(日が長い)。ひかじぃ（日数)。あみぬひ－
（雨の日)。力勤でいふうちいぬひ_（台風の日)。
ひ－９i：［名］火。ローソクやランプなどの火。普通「火」にはうまちいと言う。ひぬ
かん（火の神)。とう－いぬひ－（ランプの火)。⑳ろ_ぬひ_ゆちいきい（ローソ
クの火をつける)。
ひ－９i：［名］（植）にんにく。全体に強い臭気があるタマネギに似た多年草。ひ一ちぃ
－１５７－
きな（にんにく漬)。ぬぴ_（野蒜)。⑰ひ－ゆちいきい（にんにくを漬ける)。
ひ－９i：［名］尼。腸にたまっていたガスが尻の穴から出たもの・っさび￣（臭い屍)･
かばしぃぴ－（香ばしい尼)。ひ－つきかん（尼臭い)。⑳ひ￣ゆひしぃ（屍を放る)。
ひ－９ｉｘ［名］女陰。女性の陰部。まら（男根）の対。ひ_まじぃ（性交)。⑳ひ￣ゆ
まじぃ（性交をする)。
-び－‐biX（接尾）部。動詞の連用形について「～する者」の意となる。沖縄方言のよ
うに名詞について、複数を表すことはない。かちぃぴ￣（書く者)。にがいぴ￣（祈る
者)。
ぴ－Ｐｉｘ（擬音）ぴ-．らっぱなど管から吹き出る音。⑱ぴ￣だきゅ￣ぴ￣てい￣
ならしい（笛をぴ－と鳴らす)。
-ぴ＿pｉ（接尾）指示語などについて、大きざや分量を表す。〈つぴ（これだけ)。かつ
ぴ（あれだけ)。うつぴ（それだけ)。⑬くつぴぬがば_いう－ちいい（これだけ
の大きな魚を釣る)。
ひ－ういびとうCixuibitu［名］男好きな女。まらういぴとう（女好きな男）の対。とう
いしゃう（ぴとう）とも言う。
び－ぐbiX9u［名］（植）藺。藺草･葉が糸のように細く、たんぼで作る多年草。たたみ
（畳）やむつす（むしろ）の原料となる。
び－たbiXta（連体）きたならしい。ぴ￣たびとう（きたならしい人)。
ひ－たいcixtai［名］（新）兵隊。軍隊。一定の秩序を持って組織きれた軍人｡⑭ひ￣
たいんとうらいい（兵隊にとられる)。
び－たかんbixtakaU［形］きたならしい。きたない。⑳どうる￣みはなんかいぴら
い_～（泥を顔に塗られてきたならしい)。
び一だきbixdaki［名］居丈。座高。座っている高さ。⑬ぴ￣だきぬたかかん（座高
が高い)。
ぴ－だきpiXdaki［名］笛。竹や木などの管の側面に幾つかの穴をあけ、息を吹き込ん
で鳴らすもの。⑬ぴ－だきゅ_ならしい（笛を鳴らす)。
び－たびとうbixtabitu［名］きたならしい人。見た目に不快な感じを与える姿をした者。
ひ＿だまｃｉ:dama［名］火玉。玉になって飛んで行く火。⑱ひ－だまいとうう（火の
玉が飛ぶ)。
ひ－たらciXtara［名］衣類で女陰をかくざない姿の女`性･まらたら（男根をあらわに
した男）の対。
ひ－ちぃきなCiXtsfkina［名］にんにく漬。にんにくを塩水や砂糖水で漬けた食べ物･
ひ－つさかんＣｉ:ssakaO［形］展臭い。庇の不快な臭いのする様子。⑳ひ￣つぎかいば
まどう－あきる（屍臭いので窓を開けろ)。
－１５８－
ひ－つさかんciXssaka9［形］にんにく臭い。にんにくを食べた後の息の臭い様子･
ひ－ひ－９i:9i：（擬音）〈すくす。くすくす笑う時の声。⑪ひ_ひ_てい-ばらう
（〈すくすと笑う)。
ぴ－ぴ－ｐｉ:piX（擬声）ぴいぴい。風邪をひいた時の鼻の鳴る音やおもちゃの笛の音な
どを表す。貧乏して困窮する様にも用いる。⑳ぴ－だきゅ－ぴ－ぴ－てい－なら
しぃ（笛をぴいぴいと鳴らす)。
ひ－ひさCixCisa［名］庇をよく放る者。⑩かりや－－（彼は屍をよく放る者だ)。
ひ－まＣｉＸｍａ［名］昼。昼間。一日のうちで太陽が出ている間。ゆなか（夜中）の対。
ひ－まなぎ（昼間辺り)。⑳ひ－まんない（昼になる)。
ひ－まぎやＣｍａ９ｊａ［名］よく性交する男。
ひ_まじぃＣｍａｄｚｌ［名］性交。男女が合体する本能的行為。
ひ－まじぃぶんCizmadzIbuO［名］昼下がりの時分。⑳ひ－まじぃぶんなにっぶぃ￣
どううい（昼下がり時分は寝ている)。
ひ－まじゅ一Cixmad5uX［名］昼中。朝から夕方までの間中。⑬－１こつぶぃ－うい
（昼中寝ている)。
ひ－まにゆ－９i:manjux［名］昼寝。疲れを取るために昼間ちょっと寝ること。
ひ－まむぬCixmamunu［名］昼食。昼の食事。しいとうむていむね（朝食)、ゆきらぴ
むぬ（夕食）の対。⑪ひ_まむぬ_にい（昼食を煮るた
び一やbiXja［名］ごきぶり。あぶらむし。台所や住宅のあらゆる部分にすむ、油色の
平たい害虫。ぴ_やいとうぬか（ごきぶりの卵)。
ひあがいcia9ai［動］乾上がる。池や田などがかわいて水がなくなる。⑳た_ぬ～
（田が乾上がる)。
ひかいcikai［名］光。太陽や火などから発せられて、目に明るく感じられるもの。
てぃだぬひかい（太陽の光)。ひかいむぬ（光物)。
ひかいcikai［名］（新）控え。必要に応じられるように、別に用意しておく人や物。
⑪ひかいやにゃ－んな（控えはないのか)。
ひかいcikai［動］光る。太陽や火などが光を出して目に明るく感じられる。⑱ひかい
ぬ～（光が光る)。
ひかいいcikaii［動］（新）控える。よそに行かないで、そこで待つ。
ひかしぃCikasf［動］引かす。牛や馬などに車を引かす。⑬うしいんしいきゅ－－
（牛に鋤を引かす)。
ひかじぃQikadzl［名］日数。日より。何かをするのに必要な時間の分量。⑪ひかつ
じゅとうい－きじやいゆあしぃ（日数を選んで行事を行う)。
ぴかぴかpikapika（擬態）ぴかぴか。きらきら。星などの輝く様。⑭ふしいぬぴかび
－１５９－
かてぃ－ひかい（星がぴかぴかと光る)。
ひがんCi9aU［名］彼岸。彼岸の日。春分・秋分の前後の三日間･
ひがんCi9aD［動］ひがむ。心がねじける。⑪ぃあんんみかい￣どうひがみ￣う
い（父に叱られて、ひがんでいる)。
ひぎｃｉ９ｉ［名］髭。人の口や頬などに生える毛。ふうちぃひぎ（口髭)。あぐひぎ（顎
ひげ)。⑭ひぎぬういい（髭が生える)。
びき－biki：［名］ゑけり。女から男の兄弟を指す言葉。ぶない（女姉妹）の対。
びきうしぃbikiusf［名］雄牛。み￣うしぃ（雌牛）の対。
ひきたうしぃPikitaus，［動］引き倒す。⑪き－ゆ～（木を引き倒す)。
ひきだしcikidaJi［名］（新）引き出し。机やたんすなどのぬいたりはめたりできる箱。
⑬ひきだしゅ－あきい（引き出しを開ける)。
びきだちぃbikidatsl［名］男やもめ・妻をなくした男。妻のいない男。み￣だちぃ（寡
婦）の対。ひきだちいむいとも言う。
びきだちいむぬbikidatsimunu［名］男やもめ。妻のいない男。びきだちいとも言う。
ひきちぃきいQikitsIkii［動］引きつける。側に引き寄せる。⑩ならがまいんかい
～（自分の側に引きつける)。
びきどうんbikiduD［名］男。男性･精巣で精子をつくる人間。みどうん（女）の対語。
みどうんぴきどう人（男女)。⑪びきどうんぬなしぃ（男を生む)･
びきどうんうやbikidunuja［名］男親。父親。みどうんうや（女親）の対語。
びきどうんかじゃbikiduOkad5a［名］男性の匂い。男〈さいにおい･みどうんかじゃ
（女性の匂い）の対。
びきどうんぎかんbikiduO9ikaD［形］男のような。男まさりである。ぴきどうんぎみ
どうん（男まさりの女)。
びきどうんぎむぬbikiduU9imunu［名］男まざりの者・みどうんぎむぬ（女みたいな者）
の対。
びきどうんきゃうだし、bikiduDkjaudai［名］男兄弟。⑪ばんちや￣びきどう人きゃう
だし､やゆた－いうり（ぼくらは男兄弟は四人いる)。みどうんきゃうだい（女きょ
うだい）の対。
びきどうんぐいbikiduU9ui［名］男の声。男らしい声･みどうんぐい（女の声）の対話。
びきどうんすがいbikiduOsu9ai［名］女のする男の装い。男装･みどうんすがい（女装）
は対語。
びきどうんっぶぁbikiduUvva［名］男の子。男の幼児。みどうんっぶぁ（女の子）はそ
の対語。
びきどうんぶどういbikidumbudui［名］男踊り･男の舞・男,性が踊る踊り。みどうんぶ
－１６０－
どうい（女踊り）の対。
びきどうんむぬbikidummunu［名］男物。男性が使う物。⑪かいがつちゅ＿いむい＿
～（彼女が着ているものは男ものだ)。みどうんむぬ（女物）の対語。
びきどうんまさいbikidummasai［名］男まさり。女性でありながら、男性のように気性
がしっかりしていること。またそういう女性。
びきどうんむぬいbikidummunui［名］男言葉。ぶっきら棒な男性言葉。みどうんゆぬ
い（女言葉）はその対語。＠ひきどうんむぬいゆあしぃ（男言葉をする)。
びきどうんやらびbikiduPjarabi［名］男童。男の子。少年。その対義語は、みどうんや
らぴ（女の子)。⑳びきどうんやらびとうみどうんやらびぬあすう（男の子と女の
子が遊ぶ)。
びきぬ－まbikinuxma［名］雄馬。み－ぬ_ま（雌馬）の対。
ひきいばしぃQikinubasl［動］（新）（日を）引き延ばす。⑪ひかつじゅひきいば
しいな（日数を引き延ばすな)。
ひきはなしぃCikihanasl［動］（新）引き渡す。むりに離す。⑳うやとうつふあう
～（親と子を引き離す)。
びきひんじゃbiki9ind5a［名］雄の山羊。雌山羊には、み＿ひんじゃと言う。
ひきま－しぃCikima:ｓｌ［動］引き回す。ひっぱりまわす。⑪ざいにんぬ－（罪人を
引き回す)。
びきわ－bikiwa：［名］雄豚。雄の豚。雌豚は、み－わ＿と言う。
ひぎやうかんCi9jaukaO［形］くすぐったい。くすぐられてこそばゆい。⑪ぐじゆっ
ぶあい－－（くすぐられて、くすぐったい)。
ひぐci9u［名］（植）ひかげへご゜⑪ひぐ－いぴい（ヘごを植える)。
ひぐらしぃCi9urasI［動］冷やす。冷たい状態にする。ざまらしいとも言う。⑬あかば
たういゆひぐらひ－ふあう（スイカを冷やして食べる)。
ひぐりいci9urii［動］冷たくなる。冷たい状態になる。⑬どう＿ぬひぐり－つしむ
ぬ（体が冷たくなって寒い)。
ひぐるあしCi9uruaJi［名］冷たい汗。ひやひやして出す時の冷たく感じる汗。
ひぐるかでぃQi9urukadi［名］冷たい風。常温より低く感じる風。⑳～いふうちい
（冷たい風が吹〈）。
ひぐるかんCi9urukaU［形］冷たい。常温より低く感じられる様子。⑭〈ぬぴ＿る＿
～（このビールは冷たい)。
ひぐるまいQi9urumai［名］冷飯。冷たくなった飯。あちいまい（熱い飯）の対。⑱ひ
ぐるまいやんまっふあにゃ_ん（冷たい飯はおいしくない)。
ひぐるみじぃCi9urumidzY［名］冷水。常温より低く感じる水。冷たい水。⑩ひぐる
－１６１－
みつじゅぬん（冷たい水を飲む)。
ひぐるゆ－９i9urujux［名］冷たい湯。きめた湯。あちいゆ_（熱い湯）の対。⑪ふう
かしいたいゆ－や～んどうなり－うい（沸かした湯は、冷たい湯になっている)。
ひさＣｉｓａ［名］足。動物の足首から先の部分。歩数を数える助数詞にもなる。ひとうひ
ざ（一歩比ふうたひさ（二歩)。⑳ひさうあらう（足を洗う)。
ひさかうcisakau［名］黒く平たい線香。ま_〈かう（丸い線香）の対。
ひさがるかんCisa9arukaO［形］足が軽い。身軽に動き回って仕事をてきぱきと行う様
子。
ひさき－CisakiX［名］つまづき。歩く時、足が何か物に当ってよろけること。⑳～や
ひきうどうやましい（つまづきは足を痛める)。
ひさじぃからCisadzYkara［名］足の力。脚力。⑪～ぬゆ－かん（脚力が弱い)。
ひざじゆ一かんCisad5uXkaO［形］健脚である。足が強い状態。⑬しゅ_や～（おじ
いさんは健脚である)。
ひさだるかんcisadarukaO［形］足がだるい。はじぃだるかんとも言う。⑬ひさだるか
いばあいかいん（足がだるいので歩けない)。
ひさぬあとうCisanuatu［名］足跡。歩いた後に残る足の形。⑳～ぬいくり_うい
（足跡が残っている)。
ひさぬういびCisanuuibi［名］足の指。足の先の五本の指。
ひざぬく－９isanukuX［名］足の甲。足首から先に至る上の部分。ひさぬぱた（足裏）
の反対側。
ひさぬばたCisanubata［名］足裏。足の裏側で地面につく部分。てい－ぬばたは手の平
の意味。
ひさぬふうじぃCisanufudzf［名］足首。足の関節を中心に回転する部分。てい－ぬ
ふうじぃ（手首)。⑱ひきいふうつじゆま_しぃ（足首を回す)。
ひさぶにCisabuni［名］足の骨。足首から先に至る部分の骨。⑪ひざぶにゅ－ぶい
（足の骨を折る)。
ひさまじいちいcisamadzftsf［名］ひざまずき。正座。足をぐずきず、姿勢を正しく坐
ること。⑭ひきまじいっちゃ<_むぬ（正座はきつい)。
ひさまじいちいCisamadzltsI［動］ひざまずく。正座する。足をぐずきず、姿勢を正し
く坐る。⑪しんし－がまいん～（先生の前で正座する)。
ひさんぶかんCisambukaO［形］足が重い。⑳どう－ぬだり－－（体が疲れて足が
重い)。
ひしciJi［名］干瀬。海中に長く広がった珊瑚礁の瀬の内側の海。とう_（沖）の対義
語。②～んん一なうとうい（干瀬に貝をとる)。
－１６２－
ひしぃＣｉｓＹ［動］千る゜潮が引いて海の底が見えるようになる。す￣ひ￣は干潮のこと。
満潮は、す－んていと言う。⑬す－ぬ～（潮が千る)。
ひしぃＣｉｓｌ［動］放る。噛る。尼や鼻汁などをはずみをつけて体外へ出す。⑬ひ￣ゆ
～（屍を放る)。ひ－ひしや（屍をよく放る者)。はなひしぃ（くしゃみ)。
ひじぃCidzf［名］肘。腕の中間で、折れ曲がる部分の外側。⑱ひつじゅまがらしい
（肘を曲げる)。
ひしいかんcisIka9［形］薄い。厚みが少ない。
ひすいあちいみいcisuiatsmii［動］拾い集める。⑪き_ぬは－ゆ～（木の葉を拾
い集める)。
ひすいむぬCisuimunu［名］拾い物。拾った物。⑪くりや－－（これは拾い物だ)。
ひすうcisuu［名］拾うこと。⑬き_ぬは_ひすうやく－むぬ（木の葉拾いはき
つい)。
ひすうCisuu［動］拾う。落ちている物を取り上げる。しいていい（拾てる）の対義語。
「命を拾う」のような表現はない。⑪でいんい～（金を拾う)。
ひすがいCisu9ai［動］広がる。広くなる。伝播する。⑳はなしいぬ－（話が広がる)。
ひすかんCisuka9［形］広い。面積や空間が大きい･ひすや￣（広い家)。⑳ぱがや￣
や～（ぼくの家は広い)。
ひすぎいCisu9ii［動］広げる。巻いたりたたんだりした物を開いたり、面積などを広く
する。⑳ふうるしきゅ－－（風呂敷を広げる)。はいゆ～（畑を広げる)。
ひすひすてい－cisucisutiX［副］広々と。⑪ちいんいば－－ちぃ－ぱどうじやう
かい（着物は広めに着た方が良い)。
ひすふうたいCisufutai［名］広い額。面積が普通より大きい額。
ひすみなかQisuminaka［名］広い庭。しばみなか（狭い庭）の対。
ひすや－９isujax［名］広い家。がば_や_は、大きな家の意・しばや￣（狭い家）の
対。⑳っぶぁがや_や～（君の家は広い家だ)･
ひだいcidai［名］左。体の心臓がある方の側。人じぃ（右）の対語。ひだいかた（左
方)。ひだら（左利き)。⑭～んかいかたうきい（左へ傾く)。
ひだいかたCidaikata［名］左方。左の方角。⑪～うみ￣る（左の方角を見ろ)。ん
じぃかた（右方）の対。
ひだいでい－cidaidi：［名］左手。左側にある手。んじぃでい￣（右手）はその対義語｡
⑭～ひ－かちいん（左手で掴む)。
ひだいはじぃCidaihadzf［名］左足。左の方の足。⑪ひだいはじいひ￣きい（左足で
蹴る)。んじぃはじぃ（右足)。
ひだいまきcidaimaki［名］うずなどが左に巻くこと。人じぃまき（右巻）とは言わな
－１６３－
い。知能が足りないこと（人）にも用いる。⑪かりや_ひだいまきやいばざんみ
んなひらいん（彼は知能が足りないから、分別はできない)。
びだかんbidakaD［形］低い。基準点から立っている物の上端までの隔たりが小言い。
たかかん（高い）の対語。びだびとう（背の低い人)。背の高い人はたかびとうと言う。
ひだてぃcidati［名］（新）隔て。物と物とが距離をおくこと。ひとう～（人を隔てるこ
と)。
ひだていいcidatii［動］（新）隔てる。⑬しいまとうしぃまう～（島と島を隔てる)。
びだばなbidabana［名］低い鼻。またその人。たかばな（高い鼻）の対。⑳かりや－
－（彼は鼻の低い者だ)。
びだばなびとうbidabanabitu［名］鼻の低い人。たかばなびとう（高い鼻の人）の対。
びだびとうbidabitu［名］低い人。背の低い人･たかびとうは背の高い人。
びだつふいかんbidaffikaO［形］腹が立つ状態。⑪びだっふいかいぱむいまいあい
あいん（腹が立って言葉も言えない)。
びだましぃbidamasl［動］低くする。何か力を加えて、高ざが小さくなるようにする。
⑬かんぬったき_～（罐をたたいて低くする)。
ひだらCidara［名］左利き。利き腕が左であること。⑭ひだら_ひだいでい－ひ－
どうなぎい（左利きは左で投げる)。
ひちぃcitsI［名］未。十二支の第八。に_（子)、うしぃ（丑)、とうら（寅)、う－
（卯)、たちぃ（辰)、み－（巳)、んま（午)、ひちぃ（未)、さる（申)、とうい（酉)、
いん（戌)、び－（亥）ととなえる。
ひちぃcitsY［動］引く。自分の手元へ近づける。⑪ゆんぬ～（弓を引く)。にちぃぬ
～（熱が引く）。あとうんかいひかいん（あとへ引けない)。〈つす一（腰を引く）。
ひちぃcitsi［［動］弾く。⑳ぎた_ゆ～（ギターを弾く)。
ひちぃcitsf［動］硬く゜うすを回して粉にする。⑪うつす～（臼を硬く)。のこぎり
で挽くことは、ばちぃ（分〈）と言う。
びちぃbitsf［名］別。そのものが他と違うこと。⑳うぃといくいとうやびちいぬ
くとう（それとこれとは別のことだ)。
びちぃbitsl［動］儲ける。と<をする。⑪かきぐうとうひ－でいんい～（儲事で
金をとくする)。
ひちいす－９itsIsuX［名］引き潮。海水が海岸から沖へ移動し、海面が低くなること。
ひちぃだみしぃCitsIdamisl［名］弾き試し。三味線などを弾いてみること。
ひちいむぬCitsYmunu［名］硬き物。うすで粉にした物。
びちやbitJa［名］下手。技術が拙劣で、できがよくないこと。びちやく－にん（下手
な者)。じゃうじぃ（上手）の対義語。⑳かりや－はいかでいぬどう～（彼は畑を
－１６４－
耕すのが下手だ)。
びちやく－にんbitJakuXniO［名］下手な者。下手くそ。下手な者を卑下した表現。
⑪ぴちやく-にんんなあしぃみ_な（下手くそにはきせるな)。
ひつちやちぃCittJatsI［動］引き裂く。引っ張って裂く。⑭ていがみゅ－－（手紙を
引き裂く）。
ひっぱいQippai［動］引っ張る。糸や綱などを引いてたるまないようにする。⑪んなう
どうがまいんかい一（綱を自分の方へ引っぱる)。
ひとうＣｉｔｕ［名］人。単独に他の一切の生物から区別きれ、脳が発達し言葉を話す動物。
うふぴとう（大人)。ういぴとう（老人)。ひとうじいまぴとう（他集落の人)。⑭～ぬ
うい（人がいる)。
ひとうあみcituami［名］一雨。一回雨が降ること。⑳－ぐとうんしいだしぃふう
ない（一雨ごとに涼しくなる)。
ひとういCitui［名］－日。一日じゅう。ある日。⑪－やかりや－〈－つたん（一
日は、彼は来なかった)。
ひとういPitui［名］－重。重なるものが他にないこと。⑭〈ぬちぃ人な～（この
着物は一重だ)。
ひとういじぃんCituidzYO［名］－重着物。重なるものが他にない着物。⑪～ぬ
ちいい（－重の着物を着る)。
ひとぅいちいcituitsi［［名］一息。－呼吸。⑪～ひ－じっびるむぐぃどうしぃ（一
息で十尋潜ることができる)。
ひとういっぶゃcituivvja［名］人を恐がる者。⑩－んななうやひらいん（人を恐が
る者には何もできない)。
ひとういみが－９ituimi9aX［名］－重目蓋。ふうたいみが_（二重目蓋）の対。目蓋が
二重でないこと。またその目。
ひとううさいCituusai［名］人押え。人を馬鹿にすること。⑪～やならん<とう（人
を馬鹿にするのはいけない事だ)。
ひとううさいびとうCituusaibitu［名］人を馬鹿にする人。⑪かりや－－（彼は人を
馬鹿にする人だ)。ひとううきいむいとも言う。
ひとううさいむぬCituusaimunu［名］人を馬鹿にする者。ひとううさいぴとうとも言う。
ひとううさいむぬいCituusaimunui［名］人を馬鹿にしたものの言い方。⑬～ゆあ
しいな（人を馬鹿にしたものの言い方をするな)。
ひとううしぃcituusl［名］－節。竹などの一つの節。ひとううしぃ（－節)、ふうたう
しぃ（二節)、みうしぃ（三節)、ゆうしぃ（四節)、いちいうしぃ（五節）のように言
う。ひとぅふうしいとも。
－１６５－
ひとうかぎCituka9i［名］人影。人の影。人の姿。
ひとうがさにCitu9asani［名］一重ね。着物などを他に－つ重ねること。
ひとうがたなCitu9atana［名］一刀。刀で一度切り込むこと。⑳～ひ－すい（一刀で
切る)。
ひとうかたまいCitukatamai［名］一塊。一つに固まったもの。ふうたかたまし、（二塊)。
みかたまい（三塊)。
ひとうかたんCitukata9［名］一担ぎ。￣度に担えるだけの荷。ふうたかた人（￣担ぎ)。
みかたん（三担ぎ)。ゆかたん（四担ぎ)。いちいかたん（五担ぎ)。
ひとうかどうQitukadu［名］一角。一つの角。⑳ひとうかどう－まがいていが－ば
がや－ど_（一つの角を曲がったらぼくの家だ)。
ひとうきないPitukinai［名］一家庭。一つの家族。ふうたきない（二家庭)。みきない
（三家庭)。ゆきない（四家庭)。いちいきない（五家庭)。
ひとうぐみcitukumi［名］－組。一つの組。ふうたくみ（二組)。みくみ（三組)。ゆく
み（四組)。いちぃくみ（五組)。
ひとぅさしいういびCitusasIuibi［名］人差し指。親指と中指の間の指。
ひとうさらいCitusarai［名］人さらい。子供などをだまして連れ去ること。またその人。
ひとうざとうcitudzatu［名］人里。人家の集まっている所。⑬～はなり_うい
とうぐま（人里離れている所)。
ひとうしぃじぃCitusldzf［名］－筋。一つの筋。ふうたしぃじぃ（二筋)。みしぃじぃ
（三筋)。ゆしぃじぃ（四筋)。いちいしぃじぃ（五筋)。
ひとうしいなcituslna［名］一品。一つの品物。ふうたしぃな（二品)。みしいな（三
品)。ゆしいな（四品)。いちいしぃな（五品)。
ひとうじいまCitudzfma［名］別島。よその島。よその集落。⑪～んかいあすうが
いちい（よその島へ遊びに行く）。
ひとうじいまびとうCitudzfmabitu［名］よその烏の人。よその集落の人。よそ者。
⑳かりや－－（彼はよそ者だ)。
ひとうじいむCitudzfmu［名］人肝。人間本来の心。
ひとうするいcitusurui［名］一揃い。揃った一つのもの。ふうたするいに揃い)。み
するい（三揃い)。ゆするい（四揃い)。いちいするい（五揃い)。
ひとうた－らPitutaXra［名］－俵。一つの俵。ふうたた_ら（二俵)。みた－ら（三俵)。
ゆた-ら（四俵)。いちいた－ら（五俵)。
ひとうたぐcituta9u［名］－桶。一つの桶。ふうたたく､、（二桶)。みたぐ（三桶)。ゆた
ぐ（四桶)。いちいたく゛（五桶)。
ひとうだしいきCitudasIki［名］人助け。困っている人を苦しみから解放すること。
－１６６－
⑪ひとうだしいきや_じゃうぐとう（人助けは良い事だ)。
ひとうだちぃCitudatsl［名］－抱え。腕で囲むように持った－つのもの。ふぅただちぃ
（二抱え)。みだちぃ（三抱え)。ゆだちぃ（四抱え)。いちいだちぃ（五抱え)。
ひとうたばQitutaba［名］－束。一つの束。⑳～うかたん（－束を担ぐ光ふうたた
ば（二束)。みたぱ（三束)。ゆたば（四束)。いちいたば（五束）と言う。
ひとうだまCitudama［名］人魂。夜に空中を飛ぶ火の玉。⑳～ぬとうう（人魂が飛
ぶ)。
ひとぅだましやCitudamaJa［名］人をだます人。人をおとし入れる者。⑪～んなき_
ゆちいきる（人をだます人には気をつけなきい)。
ひとうちがいCitutJigai［名］人違い。別の人をその人と思い違えること。⑪～や
ひ_はじいかしいむぬ（人違いをして恥ずかしい)。
ひとうちいかんCitutsfkaO［名］一掴み。一つの掴み。ふうたちいかん（二掴み)。み
ちいかん（三掴み)。ゆちいかん（囚掴み)。いちいちいかん（囚掴み)。
ひとうちいちいcitutsItsf［名］－か月。一つの月。ふぅたちいちい（二月)。みちい
ちい（三月)。ゆちいちい（四月)。いちいちいちい（五月)。
ひとうちいぶCitutsfbu［名］－坪。六尺四方の広き。ふうたちいぶ（二坪)。みちいぶ
（三坪)。ゆちいぶ（四坪)。いちいちいぶ（五坪）とも言う。
ひとうとう－いcitutu:ｉ［名］－通り。だいたい。あらまし。⑪－ぬはなつすあっ
す（－通りの話をしろ)。
ひとうとうくるCitutukuru［名］一か所。一つの所。⑩～んうり（－か所に居ろ)。
ひとうとうくまとも言う。
ひとうとうくまCitutukuma［名］一か所ひとうとうくるとも言う。⑬～んまち－
うり（－か所に待って居ろ)。
ひとうとうしぃCitutusl［名］－年。－か年の年月。⑳たび人いでい_から～（旅
に出てから－か年だ)。
ひとうなびCitunabi［名］一鍋。一つの鍋の分量。ふうたなぴ（二鍋)。みなび（三鍋)。
ゆなび（四鍋)。いちぃなび（五鍋)。
ひとうなみCitunami［名］人並み。普通の人と同じ程度。⑱～んふあ_いていが－
じゃうぶ人（人並みに食べられたら良い)。
ひとうなりCitunari［名］人馴れ。他人とのつき合いに馴れること。人になつくこと。
ひとうなんCitunaO［名］一波。一つの波。ふうたなん（二波)。みな人（三波)。ゆな
ん（四波)。いちぃなん（五波）のように言う。
ひとうに－９itunix［名］－荷。一つの荷物。ふうたに_（二荷)。みに_（三荷)。ゆ
に_（四荷)。いちいに－（五荷）となる。
－１６７－
ひとうぬどう－CitunuduX［連言
が_ならん（人の体に手を力、
ひとうぬな－Citununax［連調
CitunuduX［連語］人の体。人体。
(人の体に手をかけてはいけない)。
⑳～んかいてい－ゆかき－てぃ
人の名。人名。⑳～ゆぎや_は－まり うぶいる
(人の名は早めに覚えろ)。
－１６８－
